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19世 紀 末 、 エ レク トリック ・メデ ィアが爆発 す る

19世 紀 半 ば 以 降 、電 気 とメ デ ィ ア とが 劇 的 な 出会 い を した 。い わ ゆ る 「エ レク トリッ ク ・メデ ィ

ア 」 の 登 場 で あ る 。

<TELE>と い う言 葉 が あ る 。 本 来 は 「遠 くの 、 遠 隔 の 」 を意 味 す る接 頭 語 で あ る が 、 そ の

<TELE>の 訳 語 「遠 く」 が 「電 気 」 とい う言 葉 に置 き換 わ る よ うにな っ た。例 えば 、TELE-graph一

電 信 、TELE-phone一 電 話 、TELE-gram一 電 報 とい っ た よ う にで あ る 。TELE-visionは そ の ま ま

テ レ ビ ジ ョ ンで あ るが 、 中 国 で は 「電 視 」、放 送 局 は 「電 視 台 」 で あ る 。 この 訳 語 が エ レ ク トリ

シ テ ィ と メ デ ィア の 統 合 を象 徴 して い る 。

19世 紀 末 、 エ レ ク トリ シ テ ィ と結 びつ い た オー デ ィ オ ・ビ ジ ュ ア ル メデ ィ アが 登 場 す る 。 そ れ

は大 衆 文 化 の 時 代 の 幕 開 け を も意 味 して い た 。 活 字 ・メ デ ィ アで あ る 新 聞 も ビ ジ ュ ア ル化 の 動 き

を見 せ る と 同 時 に 、 い わ ゆ る 「イ エ ロ ー ・ジ ャー ナ リズ ム 」 が セ ンセ ー シ ョナ リズ ム や エ ロ テ ィ

シズ ム とい っ た 人 間 の 原 始 的 関心 に 訴 え掛 け た記 事 を作 り出 す 。

1896年 の ニ ュ ー ヨー クで は ジ ョセ ブ ・ピ ュ ー リ ツ ア ー の経 営 す る 厂ニ ュ ー ヨー ク ・ワ ー ル ド」

紙 に 「イ エ ロ ー ・キ ッ ド」 と い う都 会 の 下 町 を舞 台 に黄 色 の サ ッ ク コ ー トの マ ン トを羽 織 っ た 歯

の 欠 け た 子 ど もが 活 躍 す る マ ンガが登 場 し大 人気 を博 した 。そ の後 「イエ ロー ・キ ッ ド」 は 「ニ ュー

ヨ ー ク ・ワ ー ル ド」 か ら 「ニ ュ ー ヨー ク ・ジ ャー ナ ル 」 へ 引 き抜 か れ 、 「ワ ー ル ド」 は 別 の 作 者

を立 て て対 抗 す る とい う泥 試 合 が 展 開 され る 。 この マ ン ガ が 「イ エ ロ ー ・ジ ャー ナ リズ ム」 の 語

源 で あ る 。

オ ー デ ィ オ ・ビ ジ ュ ア ル の 世 界 も新 しい 展 開 を みせ る。 フ ィ ル ム を使 っ た初 期 の 映 画 撮 影 機 キ

ネ マ トス コ ー プ を トー マ ス ・エ ジ ソ ンが発 明 す る 。 しか し、エ ジ ソ ンの 映 画 は覗 き窓 か ら ひ と り

ひ と り覗 く とい っ た代 物 で あ った 。1885年 、 フ ラ ンス の リ ュ ミエ ー ル 兄 弟 に よ る シ ネ マ トグ ラ フ

に よ り本 格 的 な映 画 の上 演 が 始 ま っ た とい っ て よ い 。 映 画 の 誕 生 で あ る。 オ ー デ ィオ に関 して は

1877年 、 エ ジ ソ ンが 電 話 機 を改 良 した 蓄音 機 を発 明 。 同 年 、 エ ミー ル ・ベ ルニ ナ ーが 円 盤 型 録 音

機(グ ラモ フ ォ ン)を 発 明 して い る。

ハ リウッ ドの世紀

大衆文化の先駆けとなった映画は、まず、アメリカの東海岸で製作 され始めたが、独占的なシ

ンジケー トから締め出された人々は、新 しい映画製作を夢見て西海岸の寒村であったハ リウッ ド
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に 映 画 の都 を造 っ た 。 そ の 多 くは ユ ダ ヤ系 ア メ リ カ人 で あ っ た 。雨 の 少 ない 太 陽 光 に恵 ま れ た ハ

リ ウ ッ ドは何 よ り も映 画 の 撮 影 条 件 を満 た して い た 。

誰 で もが 「ア メ リ カ ン ・ ドリー ム 」 を夢 見 る こ とが で き る ア メ リカ と言 われ る が 、 人 種 差 別 は

厳 然 と して 存 在 して い た 。WASPを 頂 点 とす る ヨ ー ロ ッパ 系 人種 が 支 配 す る ア メ リカで も、 ユ ダ

ヤ系 は差 別 、 迫 害 され 続 け て きた 。 ハ リ ウ ッ ド建 設 以 後 、 映 画 産 業 は ユ ダヤ 系 ア メ リ カ人 が 大 手

を振 って 入 り込 め る 数 少 な い 産 業 の 一 つ と な っ た 。 例 え ば プ ロデ ュ ー サ ー で い う と 「ロ ッ キ ー」、

「カ ッ コー の巣 の 上 で 」 な どで 幾 つ も の ア カ デ ミ ー 賞 に輝 くマ イ ク ・メ ダ ホ イ 。 監 督 で い え ば

「ジ ュ ラ シ ック パ ー ク」、 厂ET」 で 知 られ る 「ス ピル バ ー グ」 な ど もユ ダヤ 系 で あ る。 ス ピ ル バ ー

グ は今 もナ チ ス に迫 害 され た ユ ダヤ 人 を ドキ ュ メ ン タ リ ー で 追 い 続 け て い る 。

ビバ リ ー ヒ ル ズ に はユ ダ ヤ を象 徴 す る 「ダ ビ デ の 星 」 の つ い た ユ ダ ヤ系 ア メ リカ 人 の た め の 大

き な病 院 が あ る 。 こ れ は一 つ に はユ ダヤ系 で あ る と如 何 に優 れ た 医 師 で あ っ て も、有 名 な 大 学 病

院 の 地 位 に は就 きづ ら い とい う こ と に も よ るの で あ ろ う。

ハ リ ウ ッ ドの 誕 生 以 来 、 映 画 は大 衆 に受 け入 れ られ て 産 業 と して 確 立 して い く。映 画 は視 覚

言 語 に よ っ て 世 界 の 観 客 に語 りか け た 。夢 を売 る ビ ジ ネ ス の 誕 生 で あ る 。 以後 、20世 紀 を通 して 、

ハ リ ウ ッ ドは メ デ ィ アの 発 展 に 影 響 力 を持 ち 続 け る 。

ハ リ ウ ッ ドに は4つ の 大 手 映 画 ス タ ジ オが 出現 す る 。 「パ ラ マ ウ ン ト」、 「ワ ー ナー ブ ラザ ーズ 」、

「MGM」 、 「20世紀 フ ォ ック ス 」 で あ る 。 現在 はそ れ に 「ユ ニバ ーサ ル」、「デ ィズ ニ ー」、「ソニー ・

ピ クチ ュ ア ズ ・エ ン タ ー テ イ ンメ ン ト」(前 の コ ロ ン ビ ア)を 加 え て 「メ ジ ャ ー 」 と呼 ば れ る7

つ の 大 手 映 画 製 作 会 社 が ハ リウ ッ ドに君 臨 し、 年 間200本 を超 え る映 画 を製 作 して い る 。 今 や ハ

リウ ッ ド映 画 は ア メ リ カ国 内 で の収 益 よ り も海 外 で の 収 益 が 大 き く、 そ の 比 率 は拡 大 しつ つ あ る 。

例 え ば1980年 封 切 りの 「ET」 と1998年 の 「タ イ タ ニ ッ ク」 を比 べ る と 、 後 者 の 海 外 収 益 は 前 者

の4倍 と な っ て い る 。 ハ リ ウ ッ ドが 製 作 す る 映像 は多 メ デ ィ ア ・多 チ ャ ン ネ ル 化 した 世 界 の 市 場

を席 巻 して い るの で あ る 。

「メ ジ ャ ー 」 は そ の 後 映 画 ば か りで な くあ らゆ る情 報 産 業 に手 を伸 ば し、 メ デ ィ アの 統 合 、 寡

占化 が 進 ん で い る 。 「ワ ー ナ ー ブ ラザ ー ズ 」 は雑 誌 「タ イ ム」、 「ラ イ フ 」、 「フ ォー チ ュ ン」 の 発

行 で 知 られ る 出 版 社 「タ イム ・ラ イ フ」 を吸 収 し、 「タ イ ム ・ワ ー ナ ー」 とな った 。95年5月 に

は 、 さ らに 全 米 第2のCATVを 持 つTBS(テ ッ ドター ナ ー ・ブ ロ ー ドキ ャス テ ィ ング ・シス テム ー

CNN、 漫 画 、 名 画 の専 門局 を持 つ)を75億 ドル で 買 収 し、 売 り上 げ185億 ドルの世 界 最大 の メデ ィ

ア 産 業 と な っ て 、CATVで 「21世 紀 の家 庭 」 の 実 験 を フ ロ リ ダで 行 っ て い る 。2000年 に は さ ら に

AOL(ア メ リ カ ・オ ン ・ラ イ ン)と 合 併 し、 イ ン ター ネ ッ ト産 業 に ま で触 手 を伸 ば して い る 。 厂デ ィ

ズ ニ ー」 は 、 ア メ リ カ3大 ネ ッ トワ ー クの 一 つABCを 買 収 して い る。 マ ー ドッ ク の率 い る 「20世

紀 フ ォ ッ ク ス 」 は フ ォ ッ クス テ レ ビ とい う全 米4番 目 の ネ ッ トワ ー ク を手 に 入 れ 、 「パ ラ マ ウ ン

ト」 はUPNを 、 コ ン ピ ュ ー タ産 業 の 「マ イ ク ロ ソ フ ト」 はNBCを と い っ た 具 合 で あ る 。 今 、 映

画 、放 送 、CATV、 電 信 ・電 話 、 コ ン ピュ ー タ とい う異 な る メ デ ィ ア は合 併 ・統 合 を繰 り返 し、

メ デ ィ ア の 境 界 は シ ー ム レス の 様 相 を呈 して い る 。

1917年 、第一次世界大戦が勃発する。映像の持つ記録性は動画による大戦の記録 を今 に伝 えて

いる。ロマ ノブ朝の最後の姿 も、レーニンのロシア革命 の演説も我々は映像で見ることができる。

その頃 厂権力」 は早 くも映画の持つ大衆操作の力に気付 く。ハ リウッドも第一次世界大戦では

アメリカ参戦に一役買っている。当時すでに大統領の7倍 の年収を取っていたという大スター、
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チャールズ ・チャプリンも戦争国債 を買 うことを勧 める政府の国策に協力 し、演説を行っている。

「ジ ョニーよ銃 をとれ」 という戦場に行 くことを鼓舞する勇 ましい音楽がアメリカ国民 を振るい

立たせていた。ハ リウッドは敵国 ドイツの軍隊が如何に残虐非道なことをするかということを示

す国策映画を製作 し、その中に ドイッ人将校がアメリカ人従軍看護婦 を強姦するとい う刺激的な

シーンを入れ込み、敵意 を煽る。「い ざ参戦」となるとハ リウッドは最前線にカメラばか りでな

くニュース現像から編集に至るポス ト・プロダクションの設備一式を持ち込み、戦時ニュースを流し続けた。
一方ロシアでも

、映画初期の名監督セルゲイ ・エイゼンシュタインがモンタージュやクローズ

アップという映像独特の技法を駆使 して10月 革命 を当時の兵士で再現 した 「10月革命」や 「戦艦

ポチョムキン」などの名画を製作 している。

ラジオの登場一1920年 代

第一次世界大戦 も終わる頃ラジオが登場する。ラジオの歴史は1895年 、イタリアのマルコー二

が無線電信 を発明 したことに遡る。

1920年11月2日 、ピッツバーグのラジオ局 厂KDKA」 は第一次世界大戦後最初のアメリカの大

統領選挙の開票速報を放送 している。その後、二年間で300も のラジオ局が誕生 した。

公共放送 として世界に冠たるイギリスBBCが ラジオ放送を始めたのが1922年 である。もっとも

当初 はイギリスの国策会社であ り、会社か ら公共機関へ と衣替 え したのはその3年 後であった

(テ レビ定時放送は1936年 スター ト)。

日本ではNHKの 東京放送局が愛宕 山で第一声 を発するのが、関東大震災の二年後の1925年 で

ある。

最初のラジオは無線電信 として送信 と受信双方の能力 を持っていたが、やがて受信専門の機能

へと特価 されていった。こうして、メディアにおける送 り手 と受け手の関係が生まれ、メディア

の送 り手 とは新聞社、放送局 といった、高度な技能をもつ専門家からなる複雑な組織体を意味す

るようにな り、マス ・メディアへ と成長 していったのである。

一方、ラジオに対 してアマチュア無線や電話はパーソナル ・メディアとして発展 してい く。無

線にはマニアが登場 し、インターネット上のネットワーカー、ハ ッカーの系譜に繋がって行 く。

ハ リウッ ドはいち早 くラジオに着 目し、巧みに新 しいメディアを利用 した。スターを登場させ、

映画の予告にラジオを使ったのである。映画の興行収入は第一週が勝負であ り、映画会社 は予告

編に力を入れるのは今 も昔 も変わりない。

WHN局 はジャズの中継放送を始めた。 フレッチャー ・ヘンダーソン、ルイ ・アームス トロン

グ、デユーク ・エリン トンなどのジャズ ・ミュージシャンの黒人文化が1930年 代電波に乗ってア

メリカに広 まりもした。

ラジオがメディアとしての同時性と速報性 とい う特性 を発揮 したのはニュースの領域において

であった。

第二次世界大戦がラジオのあ りようを一変 させた。大平洋戦争の開戦を告げ、真珠湾攻撃の戦

果をいち早 く伝えたのはラジオであった。日本ではNHKが 大本営発表の管制情報 をその まま国

民に伝 えていた頃、アメリカのニュースキャスターのエ ドワー ド・マロー(CBS)は 、すでに現

地からの実況放送を行 っていた。ナチスによるロン ドンの無差別爆撃やベルリン上空からのアメ

リカ爆撃機による爆撃投下の様子 を、速射砲のようにコメントする彼のリポー トにアメリカ中が
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耳 を傾けていた。カナダも、数千のカナダ兵を戦場に送っていたことから、国民の志気を鼓舞す

るために独 自の取材に基づ くラジオニュースを必要 としていた。カナダのCBCは それまで、通信

社 の情報やアメリカのニュースをネット受け していたのだが、キャスターのローン ・グリーンが

アンカーマンとして活躍 し、カナダ兵の戦 うイタリア最前線に位置するオル トナの大聖堂の鐘や、

パ リのコンコル ド広場の戦勝に沸 く群集のラ ・マルセイエーズをBG(バ ック ・グラウン ド)に

してレポー トする実況放送を始めた。しか し、情報を巧みに操作 し、ラジオや映画を使って戦意

を高揚させたのは、む しろナチス ・ドイッの方と云えるかもしれない。ナチスは戦うことなしに、

チェコからズデーデン地方を割譲 し、オース トリァを併合 した。

第二次世界大戦終了までは、マスメディアとしてのオーディオ ・ビジュァルの世界は映画とラ

ジオの時代であった。日本がアメリカ軍から奪ったフィルムを再編集 して海軍省検閲の我軍大勝

利のニュース ・フィルムを流 し、16ミ リのモノクロームの映像で偽 りの戦果を伝えていた頃(そ

の頃の日本映画社のフィルムは戦後NHKが 買い取 り映像ライブラリーに保管 されている)、 ハ リ

ウッドも第一次世界大戦と同様に戦争に協力 し、最前線 にまでカメラマンのみならず現像や編集

設備つ くり、カラーの大画面で戦況を録画していた。

ハ リウッドのスターたちも志願兵 として続々と出征 していった。「風 と共 に去 りぬ」の クラー

ク ・ゲーブルやタイロン ・パワーが戦場に赴 く姿に国民は共感 した。銀幕のヒロインたちも戦場

を慰問 し、前線の兵士 とダンスをし、志気を鼓舞 した。軍向けのラジオ放送では兵士のリクエス

トに応えて女優 キャロル ・ランディスがセクシーなため息 を聞かせたのである。そして、アウシュ

ビッツの虐殺 も、あの原子爆弾を搭載 したエノラ ・ゲイ号の離陸も原爆が投下された瞬間もカラー ・

フィルムで記録された。6,500万 人が死んだといわれる今世紀最大の悲劇 は映像 によって記録 さ

れた。

テ レビジ ョンの登場

20世 紀 最 大 の 発 明 と言 わ れ る テ レ ビの 起 源 は古 く、1884年 の ドイ ッの ニ フ コ゚ー の発 明 したニ ポ ー

円 盤 の 発 明 に 始 ま るが 、 テ レ ビ実 験 放 送 が 始 まっ た の は1930年 、 ア メ リカ のNBCに よる もの で あ

り、 イギ リス で はBBCが1936年 に ロ ン ドンで 世 界 最 初 の テ レ ビ放 送 を 開始 して い る 。 そ して 、 テ

レ ビが 大 衆 の 前 に披 露 され た の は1939年 の ニ ュ ー ヨ ー ク の 万 国 博 覧 会 に お い て で あ った 。 映 画 で

い え ば 「風 と共 に去 りぬ」 が 封 切 られ た 年 で あ る 。 しか し、 テ レビ の 普 及 は 、 も う一 つ の今 世 紀

最 大 の発 明 とい わ れ る コ ン ピ ュ ー タ と と もに 第 二 次 世 界 大 戦 の 終 結 に は 間 に合 わ な か っ た 。 コ ン

ピ ュ ー タの 一 号 機 が フ ィ ラ デ ル フ ィア で 稼 動 した の は1946年2月 で あ る 。

テ レ ビは そ の初 期 にお い て は 単 な る娯 楽 の 箱 と見 られ 、 ラ ジ オ に は か な わ ない と思 われ て い た。

テ レ ビニ ュ ー ス の 最 初 の ス ポ ンサ ー は 紙 巻 きた ば この 「キ ャ メ ル」 で あ っ た 。 ニ ュ ー スが 読 ま れ

る テ ー ブ ル の上 の灰 皿 に は さ り気 な くキ ャ メ ル の 紙 巻 きた ば こが 置 か れ 、 当 時 の イ ギ リス の 宰 相

ウ イ ンス トン ・チ ャ ーチ ル とい え ば そ の トレー ドマ ー ク は 葉 巻 きで あ る が 、 チ ャー チ ル を テ レ ビ

ニ ュ ー ス に 取 り上 げ る に は ス ポ ンサ ー の 許 可 が 必 要 だ っ た とい う ウ ソ の よ う な本 当 の話 しが あ る。

そ の ニ ュ ー ス の 流 れ を変 え た の がCBSラ ジ オの レポ ー タ ー か らテ レ ビの ア ン カ ーマ ン に 転 じた

エ ドワ ー ド ・マ ロ ー で あ っ た 。 マ ロ ー は テ レ ビ初 の ニ ュ ー ス ・シ ョウ 「シー ・イ ッ ト ・ナ ウ 」 に

ラ ジ オ の手 法 を持 ち 込 ん だ 。 彼 と共 に働 い て い た ラ ジ オ の ス タ ッフが 人種 差 別 や 貧 困 な ど の テ ー

マ を取 り上 げ 、 ドキ ュ メ ン タ リー ・タ ッチ で 報 道 し、 テ レ ビの 特 性 で あ る 同 時 性 を発 揮 した 。 こ
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の ニ ュ ー ス シ ョウ は市 民 の 圧 倒 的 な 支 持 を得 た 。 「シ ー ・イ ッ ト ・ナ ウ」 は朝 鮮 戦 争 の 前 線 で 戦

う ア メ リ カ兵 を ひ と りひ と り写 し出 し、 ア メ リカ市 民 に戦 争 を戦 っ て い る の は我 々 の 息 子 た ち だ

とい う こ と を実 感 させ も した 。

1950年 代 、 テ レ ビはNTSC,PAL,SECAMと い う3つ の 規 格 で 放 送 され る よ う に な っ た 。 そ れ

ぞ れ が 独 自の走 査 線 を持 っ て お り、 そ れ が 方 式 変 換 され て互 換 性 を持 つ に 至 る に は か な りの 時 間

を要 した の で あ る。 大 き く分 別 す る とNTSCは ア メ リカ お よ び 日本 を 含 む 環 太 平 洋 地 域 で あ り、

PALは 西 ヨー ロ ッパ お よ び そ の 旧 植 民 地 、SECAMは 旧 ソ ビエ トお よ び 旧社 会 主 義 諸 国 と い う ブ

ロ ッ クで 採 用 され た 。 各 国 で 異 な る テ レ ビ方 式 は 国家 的 、産 業 的 攻 防 の帰 結 で あ り、 この 体 制 は

現 在 に至 る も変 わ っ て は い な い 。

朝 鮮 戦 争 が 米 ソ 問 の 緊 張 を 高 め 、 鉄 の カ ー テ ンが 張 り巡 ら さ れ た 時 代 、CBSの ア ン カ ー マ ン の

マ ロ ー はマ ッカ ー シー と対 峙 す る。 暗 黒 の共 産 主 義 の 時 代 が 来 る こ と を防 ぐ こ と を旗 印 に 「赤 狩

り」 を 始 め た 上 院議 員 ジ ョゼ フ ・マ ッ カ ー シ ー 。 テ レ ビ ・ジ ャーナ リズ ム は彼 の格 好 な標 的 とな っ

た 。 「レ ッ ド ・チ ャ ンネ ル 」 とい う組 織 が コ ミ ュ ニ ス トの疑 い の あ る ジ ャ ー ナ リス トを リス トア ッ

プ し、 追 放 して い っ た 。 マ ロ ー や 彼 の ス タ ッ フ も祖 国 に忠 誠 を誓 う署 名 を強 い られて い る。 ジ ャー

ナ リス トや 政 治 家 は彼 の 反 撃 を恐 れ 、 マ ッ カ ー シ ー と正 面 か ら対 決 す る こ とは 出来 なか った 。マ ッ

カ ー シ ー 旋 風 が 吹 き荒 れ る 中 、 マ ロー は敢 然 と戦 い を挑 む 。 そ して 、 一 年 に及 ぶ 取 材 を も とに し

た 綿 密 な ドキ ュ メ ン トの 集 積 の結 果 、 マ ッ カ ー シ ー が フ ァ シス トで あ り扇 動 家 で あ る こ と を暴 露

し、彼 の 追 放 に成 功 す る。 そ れ は権 力 に対 す る挑 戦 で もあ った 。 こ れ は テ レ ビが ア メ リ カ を変 え

た 一 例 と云 え よ う。

しか し、 そ の マ ロー も また ハ リ ウ ッ ドの テ レ ビ映 画 の 前 に破 れ去 った。 厂ア イ ・ラブ ・ル ー シー」

や 「ガ ン ス モ ー ク」 とい っ た ハ リ ウ ッ ド製 作 の エ ン ター テ イ ンメ ン トが視 聴 率 を稼 ぎ出 し、マ ロー

の ニ ュ ー ス を駆 逐 した の で あ る 。 マ ロ ー はCBSを 去 りケ ネ デ ィ政 権 に参 加 す る が 、 放 送 の 世 界 に

復 帰 す る こ とな く1965年 この 世 を去 っ た 。

ハ リ ウ ッ ドは テ レ ビ会 社 に投 資 を続 け 、 す で に1930年 代 に はパ ラマ ウ ン トが テ レ ビ局 の株 の50

%を 取 得 して 、 自 らの 影 響 下 に テ レ ビ を置 こ う と し て い た 。 だがFCC(ア メ リ カ連 邦 通信 委員 会)

の 指 導 に よ る 反 トラス ト法 に よ っ て 映 画 会社 の テ レ ビ局 所 有 は押 さ え 込 ま れ た 。 一 方 、NBCや

CBSと い っ た 放 送 ネ ッ トワ ー ク は 第 二 次 大 戦 中 に行 な っ た技 術 投 資 とノ ウ ハ ウの 蓄 積 で テ レ ビ と

して の特 性 を発 揮 す る に至 っ た 。

しか し、 ハ リウ ッ ドは不 滅 で あ っ た 。 テ レ ビ ・ネ ッ トワー ク に 占め るハ リ ウ ッ ド製 作 の番 組 は

1953年 に は23%で あ っ た が 、1956年 に は71%に 及 ん で い る 。 テ レ ビ にお け るエ ン ター テ イ ンメ ン

トは依 然 と し てハ リ ウ ッ ドの もの で あ っ た とい え よ う 。

日本 で は 大 戦 後 の1953年 にNHKとNTVが 相 次 い で テ レ ビの 本 放 送 を開 始 した 。 街:頭 に 置 か れ

た テ レ ビ受 像 機 の前 は 力 道 山 の プ ロ レス を見 る群 集 で 埋 ま り、 受 像 機 は飛 ぶ よ う に売 れて い った 。

そ して 映 画 や テ レ ビに 写 し出 さ れ る ア メ リ カ ンラ イ フ。 マ リ リン ・モ ンロ ーや ジ ェ ーム ス ・デ ィー

ン とい っ た 銀 幕 の ス ター や 大 型 の 乗 用 車 、電 気 冷 蔵 庫 、洗 濯 機 に 日本 人 は た め 息 を つ い た の で あ

る 。

権 力とテ レビーつ くり出 される映像

1952年 の大統領選挙のための共和党大会で、アイゼンハワー陣営は積極的にテレビを導入した。
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クラーク ・ゲーブルを招 き、お祭 り大会を演出 して見せたのである。この手法は以後大統領選挙

には欠かせない ものとなった。視聴者にとってみれば、隠れた政治の世界が 目の前で開かれる よ

うになったのである。一方、アイクの対立候補のロバー ト・タフ トはテレビを締め出 した。勝敗

は明らかであった。当時、アイゼンハワーの副大統領候補はリチャー ド・ニクソンであった。彼

はこの選挙で収賄疑惑に悩まされていたが、テレビを使って直接国民に語 りかけることで、その

疑惑 を払拭 した。「確かに私は贈 り物を貰った。だがそれは一匹のコッカースパ ニエルであ り、

娘はその犬にチェッカースとい う言う名前をつけ可愛がっている。私はその贈 り物 を返そ うとは

思わない」 という演説をテレビで行い、それによって彼のスキャンダルは消えた。テレビはイメー

ジをつ くる道具となったのである。 このテ レビに向かって直接国民に語 りかけるというや りか

たは、後に日本の総理大臣も行っている。1972年 、第3次 佐籐栄作内閣崩壊の寸前、佐籐総理 は

記者会見の席上で怒気をあらわにし記者への不信 を表明 した。記者が退場 した後のがらんとした

会見場で、総理は独 り据え置かれたNHKの テ レビカメラの前で国民 に語 りかけたのである。 し

か し、その目論みは外れた。む しろその異様な光景は総理の孤立を象徴 していた。国民の信はす

でになかったのである。

1960年9月26日 、民主党のジョン ・F・ケネディ対共和党のリチャー ド・ニクソンとい う二人

の大統領候補の間で初のテレビ討論が行われた。全米7,500万 人がこれを視聴 した。つ まらぬこ

とが この討論の明暗を分けたと言われている。それはケネディが化粧を断わ り、それにつ られて

ニクソンも化粧を断わったことである。ケネディは海軍士官出の色浅黒いダンデ ィであ り、ニク

ソンの弁護士出身の青白い顔はどちらかというと陰気 な印象を与えた。ニクソンこそメイク ・アッ

プが必要だったのである。こんな外見のルックスやイメージが大統領選挙の勝敗を分けた。事実

テレビ討論が行われる以前の世論調査 とその後とでははっきりと差がついていたのである。

大統領 に当選 したケネディはホワイ トハウスの主として、テレビを巧みに利用 した。大統領 に

当選 してす ぐ彼はテレビを通 して生で記者会見を行っている。テレビを使ってイメージをつ くり

出していったのである。報道官や補佐官はテレビのプロデューサー、ディレクターなみの演出を

行った。国民はエレガン トで美 しい大統領夫人ジャクリーヌに酔い しれた。大統領の足 に纏いつ

く小 さな娘 キャヤロラインなどホワイ トハウスでのケネディー家の生活は国民のあこがれの的 と

なった。

民主党の大統領が生まれ、黒人差別の撤廃を求める公民権運動(civilrightmovement)も 盛

り上 りをみせる。1955年 、南部のバスで黒人と白人を分ける座席から起 きたローザ ・パークス事

件に端を発 したこの運動はマーチン ・ルーサー ・キング牧師 という指導者を得て、1963年8月 に

は20万 人のワシン トン大行進へ と盛 り上がって行 く。

公民権運動でキング牧師が とった戦略は多分にテレビカメラを意識 したものであった。映像 は

リアルに状況を写 し出し、感情的に世論 を揺 さぶる。テレビも公民権運動を取材 したが った。善

悪の区別がはっきりしていたからである。南部ではカメラは暴力で排除され、締め出され唾を吐

きかけられた。そんな中でキ ング牧師が とったのは非暴力の行進戦術であった。 しか し、そこに

は皮肉にも暴力を加える悪役の官憲を必要 とした。アラバマ州バーミンガムでは南部のシェリフ

の典型であるブル ・コナーがこの作戦にひっかかった。ブル ・コナーは行進の列に警察犬を放 し、

ホースで放水 し、殴 り掛かった。この映像が全米の世論に火をつけたのである。

1963年6月 、ケネディ大統領は人種差別禁止のテレビ演説を行って、人種差別撤廃法案に反対

する南部の政治家や保守主義者に戦いを挑んだ。人種差別撤廃が正式 に認められたのはそれから
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2年 後 で あ る 。 そ れ は黒 人 の み な らず 、 日系 ア メ リカ 人 や700万 人 を超 え る ア ジ ア系 ア メ リカ 人 、

2,200万 人 を超 え る ヒス パ ニ ッ ク(メ キ シ カ ン60%、 プエ ル トリカ ン20%、 キ ュ ーバ10%)に 対

す る差 別 撤 廃 へ と結 び付 い て行 くの だ が 、 同 時 に あ の 厂ダ ラス の悲 劇 」 に も結 びつ いた の であ る 。

世界は映像を共有する

1963年(ア メリカ時間の)11月22日 。ケネディ大統領暗殺というダラスの悲劇が起った。奇 し

くもそれは初の 日米中継が衛星を使って成功 した日で もあった(日 本時間11月23日)。 日米 を結

ぶ衛星を通 して最初に飛び込んできたニュースがケネディ大統領暗殺というビッグニュースであった。

テキサス州ダラスの町をオープンカーで行 くケネディ大統領夫妻。一一発の弾丸で打ち抜かれた

大統領の頭部はオープンカーの トランクに飛 び散 り、ジャクリーヌ夫人がそれを押 さえるとい う

悪夢のような映像が飛び込んできたのである。

CBSニ ュースのアンカーマンはエ ドワー ド ・マローからウオルター ・クロンカイ トへ と替 わっ

ていた。全米の市民はテレビのクロンカイ トに祈った。頼むから大統領は生 きているといって く

れ と。だが、彼のレポー トは大統領の死を伝えるものであった。

テレビの生中継はさらに驚 くべ き出来ごとを伝えた。犯人 として逮捕 されたオズ ワル ドがテ レ

ビ画面の中で射殺 されたのである。2発 の銃声 と崩折れるオズワル ド、それに騒然 とした警備の

人々をテレビは写 し出 したがオズ ワル ドを射殺 した犯人は捕まらず、その後ケネディ暗殺 に関 し

て万巻の書が出るが、未だに真相は闇の中である。

ケネディ大統領の葬儀 も衛星を通 して全世界に中継 された。教会か ら出てきて、大統領の棺に

敬礼 して涙を誘った幼いケネディ ・ジュニア。彼 も1999年自らの操縦する飛行機の事故で亡 くなった。

こうして衛星を通 して世界はナマの映像を共有 し出 した。1969年 のアポロ計画で月に到達 した

人類の第一歩。1989年 の天安門事件、石膏の自由の女神像 を広場に押 し立て、官憲の弾圧の前 に

拉致 されて行 く学生たち。中国のこうした事件の映像が世界 に発信されたことは建国以来40年 な

かったことである。1990年 のベル リンの壁の崩壊する瞬間。1991年 の湾岸戦争では多国籍軍のバ

クダッド爆撃を世界は生中継で知った(そ れはホワイ トハウスの発表より20数分早かったのであ

る)。 同年、ソ連崩壊。こうしてテレビ映像は衛星によって同時性 と速報性 を獲得 し、世界 は映

像を共有 していった。

ケネディ暗殺の後、就任 したジ ョンソン大統領のもとで、アメリカ空軍による北ベ トナムの空

爆が始 まった。1964年 にアメリカ議会は大統領 に戦争遂行権限を与え、ベ トナム戦争は泥沼化 し

て行 く。CBSは ベ トナムの村の農家にライターで火 を放つ海兵隊をリポー トし大統領 と対立する。

毎日、次々と死傷 し送られてくるアメリカ兵の映像、1968年 のテ ト(正 月)攻 勢では北ベ トナム

側がサイゴン(現 在のホーチ ミン市)の アメリカ大使館を攻撃 し、一時はそこを占拠 した。ベ ト
コンはテ ト攻勢では数万人の死者を出 したが、大使館を乗っ取 られそ うになったアメリカの外交

上の痛手は大 きかった。

追い討ちをかけるようにベ トナムから送られてきた一つの映像が世界中にショックを与える。
テレビカメラの前で南ベ トナムのローアン将軍がスパイ容疑の男 を射殺 したのである。それはこ

の戦争の悲惨 と無意味さを伝 えていた。

マローの後 を継いで国民にもっとも信頼されるニュースのアンカーマンとなっていたウオルター ・

クロンカイ トがベ トナムに入 りレポー トを送って くる。当時彼のニュースは常に視聴率の トップ

.・



を続 け 、 ア メ リカ の 良 心 と い わ れ る存 在 で あ っ た 。 ク ロ ン カイ トは テ レ ビを通 じて民 主主 義 を守 っ

た もの と して の ア メ リ カ に和 平 を進 言 した の で あ る 。 そ の 後 、 ジ ョ ン ソ ンは 次 の大 統 領 選 挙 に 出

馬 しな い こ と を 表 明 、 当 て に な ら ない 軍 隊 とテ レ ビ の圧 力 に屈 して政 治 生 命 を断 た れた の で あ る。

1969年1月 、 ジ ョン ソ ンに代 わ っ て ニ ク ソ ンが 大 統 領 に就 任 す る 。 ニ ク ソ ン は テ レ ビ を利 用 す

る こ とは 知 っ て い たが 、 テ レ ビの レポ ー ター を信 用 して は い な か っ た 。 彼 等 は皆 東 部 の リベ ラ リ

ス トば か りだ と決 め つ け て い た 。 確 か に 、 当 時 の ア メ リ カ の テ レ ビ報 道 は 無 意 味 な ベ トナ ム戦 争

を早 く終 結 させ る こ と を訴 え る もの ば か りで あ っ た 。 ニ ク ソ ンは副 大 統 領 時 代 に使 っ た あ の や り

方 を も う一 度 試 み た の で あ る 。 テ レ ビ を 通 じて 国民 に 直接 語 りか け た の で あ る 。 ニ ク ソ ン の テ レ

ビ に よ るス トレー ト ・ トー ク は37回 に及 ん で い る 。 「グ レー ト ・サ イ レ ン ト ・マ ジ ョ リ テ ィ ー 」

つ ま り声 な き大 衆 ヘ ア ピー ル した の で あ る 。 彼 の 支 持 率 は急 上 昇 した 。 だ が 、 ニ ク ソ ン とメ デ ィ

ア は そ の 後 険 しい 対 決 の 日々 を送 る こ とに な る 。

1972年 、 ウ オ ー タ ー ゲ ー ト事 件 が 暴 露 され た 。 ウ オ ー タ ー ゲ ー ト ・ビル にあ っ た 民 主 党 本 部 に

盗 聴 機 が 仕 掛 け られ た のが 発 覚 した の で あ る 。 こ の事 件 に 関与 した ニ ク ソ ン政 権 の 行 き過 ぎた 行

為 は 毎 日報 道 され 、 ニ ク ソ ンは 窮 地 に立 た され た 。

1974年8月 、 ニ ク ソ ンは大 統 領 の 執 務 室 か ら の37回 目の テ レ ビの ス ト レー ト ・ トー ク で 、 厂明

日正 午 を以 て大 統 領 を辞 任 す る 」 と表 明 した の で あ る 。 テ レ ビ とニ ク ソ ンの 長 い歳 月 が 終 わ りを

告 げ た 瞬 間で もあ った 。 そ して そ の 一 年 後 ア メ リ カ は ベ トナ ムか ら撤 退 した 。

一 方
、 ハ リウ ッ ドは1939年 の 「風 と共 に 去 りぬJの 封 切 り後 、40年 代 に入 る と次 第 に劇 場 テ レ

ビ ・シ ス テ ムへ と転 換 した 。20世 紀 フ ォ ック ス は ア イ ドホ ー ル と呼 ば れ る巨 大 ス ク リー ンに よ る

テ レ ビ画像 の 映 写 を始 め た。 ペ イ テ レ ビ も登 場 す る 。 映 画 は テ レビ に対 抗 して 「大 き くつ く り、

大 き く見 せ 、大 き く売 る」 ブ ロ ッ クバ ス タ ー 方 式 と呼 ば れ た超 大 作 主 義 を と っ た の で あ る 。 一 本

の 映 画 に投 入 さ れ る 資 本 は 巨大 化 し、 そ れ を 回 収 し利 益 を上 げ る シ ス テ ム も確 立 した 。

封 切 られ た ハ リ ウ ッ ド映 画 は む し ろ他 の メ デ ィ ァ で利 益 を上 げ て い る 。 映 画 は ビデ オ化 され て

発 売 さ れ 、 レ ン タル に も廻 さ れ る 。1986年 に は ビ デ オ カ セ ッ トが 普 及 し全 家 庭 の50%を 超 え て い

る 。 ビ デ オ に よ る収 入 が 映 画 の興 行 収 入 を上 回 った 。 そ れ か ら映 画 はCATVや 放 送 局 に売 られ る。

また 、サ ウ ン ド トラ ッ ク は別 売 り され 、 ゲ ー ム に もな る 。

キ ャ ラ ク ター も莫 大 な利 益 を生 む 。 テ ーマ パ ー クが 造 られ 、 そ こ で 人 々 は キ ャ ラク タ ー と遊 び、

グ ッズ を 買 う。 ア メ リ カで はハ リ ウ ッ ドの キ ャ ラ ク タ ー は 玩 具 市 場 の4割 を 占 め て い る 。 ス チ ュ

ア ー ト ・ミ ドル(ね ず み)、 ジ ュ ラ シ ック ・パ ー ク の 恐 竜 、 お な じみ の デ ィズ ニ ーの キ ャラ ク ター

な どそ の 売 り上 げ は30兆 円 に及 ぶ 巨 大 産 業 で あ る 。

1981年1月20日 、 イ ラ ン にお け る ア メ リ カ大 使 館 人 質事 件 の 解 決 に 失 敗 した カ ー タ ー大 統 領 の

後 を襲 っ て 、 ロ ナ ル ド ・レ ー ガ ンが 第40代 ア メ リ カ大 統 領 に就 任 す る 。 ハ リ ウ ッ ドの 売 れ な い 俳

優 出 身 の レー ガ ン は最 もテ レ ビ に よ る イ メ ー ジ づ く りに 成 功 した大 統 領 で あ っ た 。 レ ー ガ ンの 大

統 領 就 任 式 の 最 中 、皮 肉 に も ア メ リ カ大 使 館 の 人 質 が 解 放 され る とい う報 道 が 入 った 。 カ ー タ ー

は解 決 に成 功 した の だ が 、 時 す で に 遅 か っ た の で あ っ た 。

レー ガ ンの 次 席 補 佐 官 マ イ ケ ル ・デ ィ ーバ ー は20年 間 レ ー ガ ンの イ メ ー ジ ・ア ドバ イ ザ ー を務

め て きた や り手 で あ っ た 。彼 は メ デ ィア と は何 か 、 テ レ ビ と は何 か を熟 知 して い た。 イブ ニ ング ・

ニ ュ ー ス に フ ィ ッ トす る よ う な大 統 領 像 をつ く りあ げ る こ とが 彼 の戦 略 で あ っ た 。 彼 の書 くシ ナ
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リオによって大統領のイメージが作 り上げられていった。ディーバーは次席補佐官 というよりは

メディアを操る仕掛人であった。レーガンはシナリオ通 りに動 く大統領役を演 じる俳優 となった。

メディアもそれを承知 していたが、視聴率を上げるために映像 として魅力を持つ大統領を無視 で

きなかった。84年 の大統領選挙はまるでロナル ド・レーガン ・ショウであった。そ してレーガン

は圧勝 した。

CATVと3大 ネ ッ トワー ク

衛 星 か らCATVの サ プ ラ イ ア ー に よ り番 組 が 配 信 され る よ う に な る と 、CNNな どの ニ ュ ー ス 、

MTVな どの 音 楽 、ESPNな どの ス ポ ー ツ専 用 チ ャ ンネ ル が 生 まれ 、CATVの 視 聴 者 の 数 は 急 増 し

た 。

1972年 か ら82年 まで の10年 間 、 ア メ リカで はCATVの 加 盟 者 数 が650万 世 帯 か ら2 ,900万 世 帯 へ

と急 速 な伸 び をみ せ た 。

現 在 、 ア メ リカ で は テ レ ビ は ケ ー ブ ル で 視 聴 す る もの で あ り、家 庭 へ の 到達 率(ホ ー ム パ ス)

は96.7%、 世 帯 普 及 率 は66.1%(1997年1月 現 在)に 及 んで い る 。 ケ ー ブ ル ・モ デ ム の技 術 が 進

み 、CATVは 新 た にマ ル チ メ デ ィ ア の統 合 端 末 と して 期 待 され て もい る。 パ ソ コ ンの 世 帯 保 有 率

が 進 み4世 帯 に1世 帯 が イ ン タ ー ネ ッ ト接 続 を して い る こ とか ら、パ ソ コ ン とケ ー ブ ル を一 体 化

す る事 業 が展 開 され よ う と して い る 。

1989年 、 天 安 門 事 件 を世 界 に伝 え た の はCATVの ニ ュ ー ス 専 門局CNNの 特 派 員 で あ っ た 。1991

年 の 湾 岸 戦 争 で 独 りバ ク ダ ッ ドか らニ ュー ス を流 し続 け た の も ピー ター ・ア ー ネ ッ ト と い うCNN

の 特 派 員 で あ っ た 。

湾 岸 戦 争 で サ ダ ム ・フ セ イ ンの 率 い る イ ラ クが ク エ ー トに 侵 攻 す る と 、多 国 籍 軍 は戦 争 報 道 を

規 制 し、 ペ ン タ ゴ ン(ア メ リ カ国 防 総 省)に よ る情 報 管 理 が 始 ま った 。 軍 に よ る メ デ ィ ア プ ー ル

で あ る 。 メ デ ィア は シ ュ ワ ル ッ コ フ将 軍 が 発 表 す る爆 撃 機 の コ ッ ク ピ ッ トか ら軍 施 設 をk破 す る

映 像 を 入 手 す る こ と に な る。

しか し、 バ ク ダ ッ ドに滞 在 す るCNNの ピー ター ・ア ー ネ ッ ト記 者 か らの レポ ー トは 多 国 籍 軍 が

爆 破 した 化 学 兵 器 工 場 が 実 は粉 ミル ク工 場 で あ っ た こ と を暴 露 した 。 結 局 、 メ デ ィア ・プ ー ル は

メ デ ィ ア の独 自取 材 の 前 に崩 れ 去 っ た 。 あ る 意 味 で は湾 岸 戦 争 は情 報 戦 争 で もあ っ た の で あ る 。

WebTVの 時代

毎 年11月 、 ラス ベ ガ ス で は コ ム デ ッ クス と い う コ ン ピュ ー タ産 業 展 示 会 が 開 か れ 、 参 加 者 は20

万 人 を越 え る 。 こ の 時期 ネ バ ダの 砂 漠 を突 っ 切 り、 会 場 へ 向 か うヘ ッ ドラ イ トの 光 の 帯 が 続 く。

そ れ は 、 ゴ ー ル ドラ ッシ ュ に沸 き返 る 西 部 に 向 か う幌 馬 車 の 列 を想 わせ る光 景 で あ る。 参 加 者 は

皆 若 く、 カ ジ ュ ア ル な ス タイ ル で あ る 。 そ こがNAB(全 米 放 送 業 大 会)やNCTA(全 米 ケ ー ブ ル

テ レ ビ大 会)と 違 う とこ ろ だ ろ う 。新 しい 「金 鉱 」 ・ 「ア メ リ カ ン ドリ ー ム」 は この コ ム デ ッ ク

ス に あ る の か も しれ な い 。

97年 の キ ッ ク オ フ ・ス ピー チ(基 調 演 説)は マ イ ク ロ ソ フ ト社 の ビ ル ・ゲ イ ッ で あ った 。 そ の

骨 子 は1.デ ジ タ ル神 経 網 が企 業 の 根 幹 とな る。2.中 小 企 業 が 活 躍 す る 時 代 と な る 。3 .DVD

が 新 しい 媒 体 と な る 。4.コ ン ピュ ー タ の音 声 認 識 や デ ジ タ ルTV(WebTV)の 開発 が 進 む と い
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う もの で あ った 。 そ して 、 今 テ レ ビ はそ の よ う な時 代 を迎 え よ う と して い る。

展 示 会 場 で 目立 っ た の もマ イ ク ロ ソ フ ト社 とそ の 関連 会 社 で あ っ た 。 厂マ イ ク ロ ソ フ トの 森 」

を通 り抜 け な けれ ば 、 どの ブ ー ス に も到 達 す る こ とは で き なか っ た 。 展 示 で 注 目 を集 め た もの と

して は 「WebTV」 が あ っ た 。 テ レ ビモ ニ タ ー の機 能 を持 つ コ ン ピ ュ ー タ か 、 そ れ と も テ レ ビモ

ニ ター が コ ン ピ ュ ー タ機 能 を 内臓 す るの か 、 ネ ッ トワ ー クで 結 ば れ た 「オ ンデ ィマ ン ド」 型 の テ

レ ビは も うそ こ まで きて い る 。

デジタル時代の映像

デジタル放送とは、映像や音声の信号を0と1の2つ の数値の情報に置き換えて電波にのせ る

ることで、映像などの情報 を効率 よく圧縮 し送ることができる。放送のデジタル化のメリットは

高画質化 、多チャンネル化、マルチメディア化などがあげられよう。圧縮技術を使ってデジタル

伝送す ると、現行のNTSC方 式ならば放送衛星の一つの中継器(ト ランスポンダ)・で4つ 以上の

放送波 を送ることがで きる。視聴者のニーズに応 じた多チ ャンネルの放送が可能 とな り、電波資

源の有効利用の促進へ とつながる。今 までの放送は、AM放 送、FM放 送、テ レビ放送 とさまざ

まな方式で伝送 されていた。その方式がデジタル信号で統一 されると、一つの伝送路でいろいろ

な放送を送ることができるようになり、コンピュータな ど各種メディアとの接続 も容易 になる。

これを統合 デジタル放送(ISDB)と 呼んでいる。ISDB時 代に入 るとメディアの境界がな くなり、

コンピュータと融合 した新 しい放送形態が生まれる。双方向の好 きなときに好きなものをみたい

とい うニーズに応えるオンディマン ド型のサービスが可能 となる。より高速 ・大容量での高機能

なデータ放送が可能となり、電子新聞、電子出版 といったサービスのほか、受信機側のメモ リー

の大容量化 により、大量に送 られて くる情報の中から自分が欲 しい ものだけを選択 し、保存す る

こともで きる。

デジタル化は伝送技術だけにとどまらず、番組の取材 ・製作 ・送受信に至るシステム全体が技

術革新の波にさらされることとなる。また無線 もあれば有線 もあるという伝送路は多様化と共有

化 という状況を迎え、放送の世界だけの標準化の範囲を越えて、コンピュータや通信技術 との融

合によるデファク ト・スタンダー ド(事 実上の標準化)を 目指 しながら進展 していくことになる。

さらには、情報のボーダー レス化 を促 し市場規制が緩和 されることなどが予想 されよう。

サ イバ ー スペ ー ス と して のハ リウ ッ ド

デ ジ タ ル 化 に 向 け て ハ リ ウ ッ ドも動 き出 した 。1979年 デ ィズ ニ ー の 「ブ ラ ッ ク ホ ー ル 」、91年

「タ ー ミネ ー ター2」 、93年 「ジ ュ ラ シ ック パ ー ク」 の恐 竜 、95年 「ア ポ ロ13」 の ロ ケ ッ ト発 射 の

再 現 、96年 「ツ イ ス ター 」 に お け る トル ネ ー ドの再 現 な どCGに よ る ビ ジ ュ ア ラ イ ゼ ー シ ョ ン

(可 視 化)が 新 た なサ イバ ー ス ペ ー ス上 の ス タ ー を生 み 出 して い る 。 エ レ ク トリ ッ ク ・メ デ ィ ア

の 生 成 期(19世 紀 半 ば ～1910年 代)、 マ ス メ デ ィア の 確 立 期(1920年 代 ～1980年 代)、 デ ジ タ ル ・

メ デ ィ ア の 展 開 期(1980年 代 ～)を 通 して20世 紀 の 映像 を常 に リー ド して きた ハ リ ウ ッ ドは イ ン

タ ー ネ ッ トの 時代 に どの よ う な展 開 をみ せ る の で あ ろ うか?
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21世 紀 に向 けて～映像の検証

1995年1月17日 未明、マグニチュー ド7.2、最大震度7(激 震)の 直下型地震が阪神 ・淡路 を

襲い、神戸市を中心に大災害をもたらした。 この阪神大災害が情報通信にどの ような影響を与 え

たのかを検証することは、21世 紀の高度情報化社会を考える上で重要である。

大都市圏直下型地震によって都市機能が麻痺 し、早朝 ということもあって、発生当初は災害の

規模 もなかなかつかめなかった。災害報道では、放送が同時性 ・速報性 というメディアの特性 を

発揮 し、夜の明け切 らぬ時刻に発生 した大震災の一報を入れ始めた。災害の規模を知 るには、テ

レビのヘ リコプターからの映像とカメラマンによるボイス ・リポー トが役に立った。地上のカメ

ラも被災地の生々しい惨状 と直下型地震の恐 ろしさを伝えはじめたが、それは多分に局所的であ

り全体のスケールを伝えては くれない。取材する側 にとっても、被害の比較的少ない周辺部か ら

情報が入 り、災害の中心地からは情報が入 らないという ドーナッッ化現象が起 きていたことも事

実である。こうした災害では、まず、ヘ リコプターで全貌を掴む必要がある。

大震災 という映像の衝撃性 とは別に、「災害報道」 として特筆すべ き映像や報道 もあった。ひ

とつは、NHK神 戸放送局で地震発生時の映像 をカメラが捕 えていた ことである。宿直の記者が

揺れるベッ ドから立ち上が り、電話にしがみつ くまで、発生時の凄まじい揺れがカメラに記録 さ

れていた。これは 厂スキップ・バ ック・レコーダ」 という10秒 前の映像 を溜め込め るVTRに 地震

発生 と同時に稼働 したカメラによる映像が記録 されたものである。停電でもオー トマティックに

センサーで地震を感知 し、稼働 したカメラが地震発生の最初の揺れの瞬間を捕えていた。

もうひとつは実用化試験放送に入っていたハイビジョン放送が、四台のカメラによるハイビジョ

ンの生中継 を行い、淡路島の断層にそった亀裂や阪神高速道路の惨状 をヘリコプターから生々 し

く捕えた。ひび割れたコンクリー トの柱のデ ィテイルや体育館に避難 した人々などいずれ も高細

密画像ならでは表現できない記録 となっていた。

メディアとしても、NHKはFMと 教育テレビを中心 に全国向け、あるいは ローカル向けに

r安否情報」 を実施 した。国際都市神戸の被災 ということもあり、副音声は英語や各国語で外国

人被災者への情報提供が行われた。地元FM局 やAM局 ではきめの細かい生活情報を流 し続 けて

いた。災害時、特に災害の中心部では人々が情報 を得るのはやは り放送であり、 しか も同時に起

きた停電の後では、ポータブル ・ラジオだけが頼 りであった。

ラジオやテレビが24時 間体制で報道を続ける一方で、コンピュータのネットワークも動 き出 し

た。大手のネットワークには地震情報専門のコーナーが設置された。

こうして被災を免れた周辺部のものが情報提供者 とな りパーソナルな情報が交換 され始めた。

NHKの 文字多重放送が提供 した死亡者 リス トがインターネットで も流され、知人の安否 を尋 ね

る海外からの三万件にのぼるアクセスがあったという。震災で被害を受けた地区には在日外国人

も多数いたのである。

ニフティサーブやPC-VAN(現 ビッグローブ)と いう大手通信ネットワー クでは、「情報 の内

容には責任 を負えない」 と断わ りなが らも、四千を超す関連情報を掲示 した。その多 くはマスメ

ディアには乗 りにくい個人の安否情報であった。ボランティアに関してどのような分野や物資が

不足 しているといったものから、この地域の電話番号は電話が掛かりに くいといった個別具体情

報が中心だった。社員や職員の安否をネットワークで確認 した企業や団体 も多かった。臨時公衆

電話の設置や電話の規制状況、学校の試験の中止、輸血用の献血の呼びかけな ど、緊急時の情報

一53一



として貴重なものが多かった。コンピュータのネットワークが 「情報の内容には責任を負えない」

と断わり続けていたのがメディアの限界 も示 していた。また放送 も限 りある時間の中で死亡 リス

トすべてを伝えることは難 しかった。こうしたデータは文字多重放送の補完が必要であった。

大規模災害では正確 な情報 を迅速に伝 えることが人命の救済につなが り、被害 を最小限に食い

止めるこ とになる。マスメディアによる全体状況の把握 と、被災者が生き延びるために安全 を確

認する個別具体的な電話やコンピュータによるパーソナル情報の両方が求められた。 しか し、現

実には周辺の情報は集まっても、電話や電気 も切れてしまった被災者からの情報は伝わらないし、

被災者が コンピュータ ・ネットワークの情報を目にすることも不可能であった。たとえ電話線が

繋がっていた としても殺到する情報を処理することはできなかったであろう。避難場所に敷かれ

た仮設電話 も長蛇の列であった。

コンピュータのネッ トワークに頼る金p°qlT!も、銀行のビルの倒壊が多 く、それらの銀行は倒壊 を

免れた銀行の店舗 を借 りて業務 を再開 した。遠隔地にホス ト・コンピュータを分散 している都銀

はともか く、神戸を中心とした地方銀行はコンピュータのバ ックアップ機能を持たず、業務の再

開が大幅 に遅れざるを得 なかった。

地上の中継点を介 してつなぐセルラー方式の携帯電話 も力を発揮できなかった。移動体通信 も

基地局と基地局、あるいは基地局と交換局などをケーブルで結んでいる。そうしたケーブルは鉄

道や高速道路 とともに分断されてしまった。

ケーブルテレビ(CATV)も 地震の前に有線の弱さを露呈 した。兵庫県では火災や電柱が倒れ、

埋設 したケーブル も地下の液状化による被害などでケーブルテレビ神戸、ケーブルコミュニケー

ション芦屋、ケーブルビジョン西宮、そのほかチャンネルウエーブあまがさき(尼 崎)、 ケーブ

ルビジ ョンアイ(伊 丹)、 明石ケーブルテレビなど都市型CATVを 中心に八局が停波 した。同時

再送信 しているNHKや 民放の各波 ももちろん見ることはで きない。衛星 による移動体通信サ ー

ビスがもっと自由に使えていた らライフラインの確保や病院情報 ・物資輸送などに大 きな力を発

揮 していたであろう。有線に頼るネットワークの限界が露呈 したのである。こうした事態を受け

て郵政省 と建設省は97年 度から被災地神戸市で三百戸の団地 と市役所を光 ファイバーの高速回線

で結びCATVを 利用 して、地域密着型の防災情報を届ける実験を始めた。両省の初めての共 同プ

ロジェク トである。

緊急時のメディアを分析 してみると、それぞれのメディァの特性 に応 じた役割分担がはっき り

して くる。高度情報ネットワーク社会では、光ファイバーなどの有線に加えて、衛星などを使っ

た無線網 の整備も重要である。 このような大災害が起 きてもそれに耐えうるインフラス トラクチュ

アの整備 や情報が迂回できる多系統のネットワーク、マスメディアとパーソナルメディアが共存

する重層 的情報化インフラが不可欠 となる。
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